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令和２年第４回東近江市教育委員会（臨時会）会議録 

 

日 時 令和２年４月１日（水） 午後０時１５分 開会 

 

場 所 てんびんの里文化学習センタ－ 研修室（２階） 

 

出席者  

教育長             藤田 善久   教育長職務代理者         綾   康典 

教育委員              篠原 玲子  教育委員             青地 弘子 

教育部長           大辻  利幸  次長                沢田 美亮 

管理監（学校教育担当）    三輪 光彦   教育総務課長               中西  美智代  

事務局(教育総務課長補佐)    中野里栄子  

   

    以上 ９名 

   

事務局     開会 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、こんにちは。先ほど小椋市長から辞令をいただき、２期目の教育長として今日

から３年間、務めさせていただきますのでよろしくお願いいたします。辞令交付時に印象

に残っていますのは、この度の機構改革で文化スポ－ツ部ができて、スポ－ツ課と歴史文

化振興課が市長部局に移り、教育委員会としては、どちらかというと学校教育に重点を置

きながらしっかりとやっていってほしいというお話がありました。元々、教育委員会制度

がそのようなところから発生しているのではないのかという市長の考え方でもあると思い

ますが、それぞれの学校に対して、訪問の機会を増やすこと、その中での指導をしっかり

とやってもらいたいとのことです。３１校と多くの学校を抱えていますので、なかなか学

校を回ることは難しいことではありますが、今まで以上に学校関係にも心配りができるの

ではないかと思っていますので、そのようなことに起点を置きながら３年間務めてまいり

たいと思っております。とりわけ、新型コロナウイルス関係での対応についてはしっかり

とやっていく必要があるのですが、実際、４月９日から学校再開ができるのかということ

は現段階でも不安を抱えております。最終的に判断するのも９日という期日のぎりぎりに

なるのではと感じております。一つは通常の再開ができるような準備が一つ、前回のよう

な臨時休業での対応が一つ、もうひとつは前回は未就学の施設は開園し、小学校の場合は

学童も開けましたが、今回はそこも開けられるかどうかはここの段階で休業となれば危う

いとなります。そこも開けられないとなる場合にどのようなことが想定されるかというこ

とも、９日に向けて準備を進めていく必要があります。最終的な判断は国、県の動向も判

断しながらしていくこととなります。 

３月２４日付で篠原委員が教育委員に再任されました。また、教育委員会事務局の人事

異動については、先ほど紹介させていただいたとおりです。綾委員には教育長職務代理者

をお願いすることになっています。新体制でどうぞよろしくお願い申し上げます。 

ただ今から令和２年第４回教育委員会臨時会を始めさせていただきます。今回の会議録

署名委員は、青地委員と篠原委員を指名させていただきますので、よろしくお願いします。 

それでは、次第に従いまして、議案第１３号令和２年度東近江市教育行政基本方針につ

いて、担当課から説明をお願いします。 
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教育総務課長 

 

 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（教育総務課長 説明） 

議案第１３号令和２年度東近江市教育行政基本方針につきましては、３月２３日開催の

第３回教育委員会定例会におきまして、内容も多いので御質問等がございましたら事務局

へお申し出していただくということでお持ち帰りをお願いしております。これまでに御意

見や御質問はいただいておりませんがこの場で何かございましたらお伺いをします。いか

がでしょうか。 

 

この東近江市教育行政基本方針については、このような時間のない中で協議いただいて

おりますが、私といたしましてはもう少し時間を取って議論をいただきたいと思っており

ます。３月議会では、東近江市教育振興計画についての御質問をいただき、教育内容が変

わってきておりますので、時点修正を加える必要があると判断をしていると答弁させてい

ただいたところです。今回、承認をいただきましたら、できるだけ早い時期に時点修正に

ついて、委員の皆様と協議をしながら修正を加えていきたいと思っておりますので、その

ようなこともお含みおきをいただきながら、今回これについて御承認いただいきたいと思

っております。よろしいでしょうか。 

それでは、議案第１３号令和２年度東近江市教育行政基本方針につきましては、議案の

とおり原案のとおり承認といたします。 

続きまして、「２ 報告事項」に移ります。教育委員会事務局職員の人事異動の概要につ

いて担当から説明をお願いします。 

 

（教育総務課から説明） 

令和２年４月１日付人事異動の概要について、資料に基づき説明をします。 

職員数については、令和元年度の退職者は８８人、令和２年４月１日付、新規採用者は

５２人で、令和２年４月１日現在の職員数は、９５７人となります。 

 蒲生医療センターが新年度から指定管理制度に移行し、医療職員が減少したことにより、

全体の職員数は前年より３６人減っています。 

※教育委員会は、７０人（令和元年度９３人） 

次に、異動数です。異動総数は５３２人、令和元年度は５２４人で８人増となっており

ます。※教育委員会は、５３人。 

 組織体制ですが、 市長部局は、部 １１、課 ５７、室 ７、係 ９１、支所 ６と

なり、教育委員会は部 １、課 ４、室 ３、係 ７となっています。 

次に、政策推進のための主な組織改編については、次の５点を挙げられています 

（１） 文化財保護とスポーツに関する分掌事務を教育委員会から市長部局に移管。 

教育委員会の所管であった文化財保護とスポーツ振興を市長部局に移管し、「文

化スポ－ツ部」を新設し、観光振興やまちづくりとの連携強化を図ることとし

ました。 

（２） 企画部に「総合政策課」を新設 

地方創生の推進と総合計画策定を見据えて、企画部に総合政策担当部長を配置

し、同部内に「総合政策課」を新設し、課内に「政策調整係」と「森と水政策

室」を設置しました。 

（３） 環境政策課に「里山活用推進室」を新設 



-3- 
 

教育総務課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

篠原委員 

 

 

教育総務課長 

 

 

 

教育長 

 

各委員 

 

教育長 

 

 

管理監（学校

教育担当） 

 

 

 

 

 

 

環境政策の推進を強化するため、生活環境課を環境政策課に名称変更し、里山

を生かした政策を推進するため、環境政策課に「里山活用推進室」を新設しま

す。 

（４） 住宅課に「空家対策推進室」を設置 

空家対策を推進するため、都市整備部に空家対策担当理事（部長級）を配置し、

住宅課に「空家対策推進室」を新設します。 

（５） 都市整備部に「広域事業推進課」と「公共交通政策課」を新設 

都市整備部に国・県の道路インフラ事業を推進する「広域事業推進課」、近江鉄

道の維持存続とコミュニティバスを含む公共交通の体制強化を専門的に推進す

る「公共交通政策課」を新設しました。さらに、県との連携強化を図るため、

県交通戦略課に本市職員を１人派遣します。 

教育委員会分につきましては、第３回臨時会で管理職の異動について説明をしましたが、

今回は全職員についての説明をします。一般の異動としては令和２年度２８人の異動があ

りました。出向については文化スポ－ツ部への異動により市長部局への異動は２４人、農

業委員会への異動は１人となっております。全部で５３人です。退職については定年退職

が３人、早期退職が１人、学校へ戻られた先生は７人、全部で１１人となっております。                     

 

この件について、御意見、御質問等ございませんか。 

 

 市長部局へ行かれたのは文化スポ－ツ部等に異動となったのはわかりますが、農業委員

会というのは教育委員会と関係があるのですか。 

 

 市長部局へ出向となっている２４名がすべて文化スポ－ツ部に異動になったわけではな

いのと同様に農業委員会に出向というのは、出向先が農業委員会なだけで教育委員会から

農業委員会という違う部署に異動のため移られたということです。 

 

 その他、御質問等ございませんか。 

 

（意見、質問等なし） 

 

引き続き、一般教職員の人事異動の概要について担当課から説明をお願いします。 

 

（学校教育担当管理監から説明） 

 東近江市内の教職員の今年度退職について、資料を御覧ください。 

定年退職者は小学校の校長は９名、中学校校長が１１名です。養護教諭が１名です。 

定年前退職者は小学校教諭で３名、中学校教諭が４名です。 

再任用につきましては、小学校として新規で５名、更新が４名、養護教員の更新が１名 

中学校では新規で３名、更新が３名、養護教諭が更新で１名です。 

二つ目の一般の異動ですが、全体の異動率としましては昨年度比で少し上がり、小学校

は全体で６８件の異動があり、異動率は１９．２％、中学校は全体で３５件の異動があり、

異動率は１７.５％です。 
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管理監（学校

教育担当） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

各委員 

 

教育長 

 

事務局 

南北交流で現在、群市間交流とういことで、北へ帰られた先生は中学校で１人いらっし

ゃいました。 

新規採用者の配置についてです。小学校は２１名、内経験者３名。中学校は１３名の内

経験者１名、養護教諭が１名です。合計３５名です。 

 県全体としましては、小学校が２２３名、中学校１２１名となっております。 

続きまして、主幹教諭は小学校に３校に配置、箕作小、御園小、八日市南小で、３名と

も昇任していただいています。 

中学校２校に配置（五個荘中学校（昇任）及び能登川中学校（継続）に１名）が昇任し 

ていただきました。 

加配教員等の配置です。減となっておりますのが、特に個に応じた小人数推進加配が昨

年度は御園小学校、八日市南小学校、玉園中学校の付いていた加配ではなく、今年度は非

常勤講師を派遣するとなっていますので、裏面の新規加配のところで非常勤講師として６

校くらいに付いています。ただ、１名の加配ではなく非常勤ですので増員にはなっていま

せん。 

新規加配としては蒲生北小学校の生きる力加配別室が無くなった代わりに生きる力学校

体制が付きました。小学校における専科指導加配は滋賀県下でも初めて蒲生北小学校に１

名つけていただきました。 

幼少連携加配についても今年度新たに五個荘小学校に付けていただきました。これは幼

児園と小学校の連携するものです。中学校では生きる力加配が玉園中学校と湖東中学校に

つけていただきました。 

市費講師・支援員については令和２年度から会計年度任用制度ですべてパ－トタイムと

なり、特別支援教育支援員は小学校で２２校、５９名、中学校５校、６名の配置となりま

す。人数が多くなっているのは時間を割って雇える人数を多く配置しているためです。 

生徒指導支援員、教科指導支援の配置については中学校９校（フルタイム１１名、パ－

トタイム１６名） 

通級指導教室支援員の配置としては小学校６校６名（パ－トタイム）です。 

少人数指導支援員の配置については小学校５校５名（パ－トタイム）です。 

日本語支援員の配置については中学校２校３名（パ－トタイム）です。 

すこやか支援員の配置については小学校３校６名（パ－トタイム）の配置です。 

学級数・教員数については、実学級数小学校２９４学級（昨年度比１１学級減）、中学

校１２１学級（４学級減）です。 

教職員数（県費負担）については、小学校４１０人（５人減）、中学校２３２人（２人

増）となっています。 

 

この件について、御意見、御質問等ございませんか。 

 

（意見・質問等なし） 

 

続きまして「その他」に移ります。事務局より連絡事項をお願いします。 

 

（事務局から連絡） 
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教育長 

 

青地委員 
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篠原委員 

 

 

 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

管理監（学校

教育担当） 

 

 

 

教育長 

 

篠原委員 

 

 

 それでは、全体として何かございましたらお願いします。 

 

 先ほど、教育長が新学期に向けて準備を進めているこということを説明いただきました

が、今後、今の事態がどのような方向に進んでいくのかわからないのですが、教育委員と

して２月末のように協議をしたいので急に臨時会を開きたいということになるのかをお聞

きしたいです。決まった後に市民から聞かれ、知らないというのも困りますし、現状、そ

のような想定としてあるのかどうかをお聞きしたいです。 

 

前回は全く時間がなくて、発表があって翌日に臨時会として出席していただきました。

今回もどのような日程になるかわかりませんが、今、おっしゃっていただいたように時間

が取れれば、そのような形でしたいとは考えております。ただ、いつ、どのような判断が

されるかわかりませんので、今は何とも申し上げられませんけれども、先ほどの体制の準

備について、あらかじめしておいてどれになるかということを相談したいと考えます。そ

の中で休校になれば以前に近い形での対応になろうかと思いますが、再開について、前回

お話した形で臨むことについてさらになんらかの対策が必要となれば、時間的なことはわ

かりませんが、お集りいただいたうえで取り組みたいと思っておりますので、御連絡しま

した時にはよろしくお願いしたいと思います。 

 

学校再開になって、「マスクを絶対に着用」となると、マスクが手に入らないご家庭も

たくさんいらっしゃると思います。売っておりませんし、どうしても手に入らないご家庭

が出てきた場合に、市の備蓄のものを配布するとかという可能性はありますでしょうか。 

 

マスクは必要物としては考えておりません。してくることを拒むわけではありませんし、

一般的に対策の要件にうたわれておりますし、それに準じた考え方を持っておりますが、 

ひとつは予防の施策としては必ずしも有効ではないという考え方はしていますので、学

校での給食当番のマスクはないのは困りますので代用を考える必要があります。一般的に

はマスクがなければ学校には来てもらえないというわけではありません。ただ、そのあた

りの周知を整えないといけないと感じています。教育委員会側から求めていなくてもどち

らかというと保護者の方がマスクをさせたいと思っておられる方がどちらかというと強い

と思いますので、その部分を考えていきたいと思っています。 

 

昨晩、県から案内が届きましたが、滋賀県は２００万枚を持っているので、一枚５円で

売るという連絡が届きました。１０分の１と考えると２０万枚くらい（一人２０日分）も

らえるのかと思いますが、２０万枚で１００万円くらい経費がかかります。 

（後日、マスク 1枚５０円（税別）との訂正連絡があり、検討中です） 

 

衛生管理の関係でしておいた方よいと思うのは給食の配食時です。 

 

どうにかなるのでしょうけれど、手作りするなど、そこまで気を配れる家庭がどこまで

あるかと思います。おそらく、ほとんどの子がしてくるのでしょうけれど、マスクをして

これない子に何らかの対応が必要なのではないでしょうか。 
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青地委員 

 

 

 

教育長 

 学校再開時に先生方のマスク着用がどうなのかが気になります。マスクは人に移さない

という効果があるといわれておりますので、先生がしていると先生は病気なの？風邪な

の？と疑って、マスクの装着について難しいところがあり、今後の課題だと思っています。 

 

東近江市職員はマスク装着率１割もないのではないかと思います。現実の問題として、

手に入らない前提で議論をしたいと思います。 

以上をもちまして、令和２年第４回教育委員会臨時会を終了させていただきます。本日

はお忙しい中、ありがとうございました。 

 

 

 

 

会議終了   午後０時５５分 

 

 

 

 

 

   会議録署名委員 

                                             

 

                  会議録署名委員 

                                             

 

                  教 育 長 

                                             


